



























































































































彼とフェリーツェとの最初の出会いは 1912年 8月 13日，親友マックス・
ブロート宅においてである。それぞれ 29歳と 24歳。ほぼひと月後の 9月 20
日，彼からの最初の手紙を皮切りに，5年以上にわたる交際が開始する。その
翌々日，彼の作家生活の大きな転換点をなした小品『判決（Das Urteil）』を，














































































































































































































































































































































































































































































































































紙が届いた 1914年 10月 15日の日記の記述は，このように続く。「F. のこと
は二度と生き返ることなどありえない死者のように夢想して来た。そして今，
彼女に手がとどくチャンスを与えられてみると，彼女は再び全ての中心にい
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